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儀
礼
の
側
面
か
ら 

―
―

安
孫
子

稔

章

一
、
は
じ
め
に

『
逆
修
説
法
』
は
建
久
五
（
一
一
九
四
）
年
頃
に
法
然
上
人
（
以
下
、
祖
師
の
敬
称
を
略
す
）
が
導
師
を
勤
め
た
逆
修
法
会
（
本
論
中
、

こ
の
法
会
を
指
し
て
「
法
然
逆
修
法
会
」
と
呼
称
す
る
）
に
お
け
る
法
然
の
講
説
内
容
を
書
き
と
め
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
の
法
然
逆
修
法
会
が
い
つ
ど
こ
で
行
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
儀
礼
内
容
で
あ
っ
た
の
か
を
示
す
史
料
は
現
存
せ
ず
、
あ

く
ま
で
も
推
論
の
領
域
に
留
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

『
逆
修
説
法
』
の
内
容
は
、『
選
択
集
』
に
通
じ
る
部
分
も
多
く
、
法
然
教
学
上
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、

『
選
択
集
』
が
九
条
兼
実
の
要
請
に
よ
り
書
か
れ
た
史
学
的
裏
付
け
の
あ
る
教
学
書
で
あ
る
の
に
対
し
、『
逆
修
説
法
』
は
史
学
的
裏
付
け

の
な
い
逆
修
法
会
の
中
で
の
説
法
録
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
浄
土
宗
義
を
説
く
と
い
う
よ
り
逆
修
儀
礼
の
一
部
と
し
て
の
仏
経
功
徳
讃
嘆

と
い
う
役
割
が
大
き
い
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
『
逆
修
説
法
』
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
第
一
に
こ
の
よ
う
な
成
立
史
的
不
確
か
さ

を
持
つ
『
逆
修
説
法
』
の
教
説
を
浄
土
宗
学
研
究
の
中
で
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
一
つ
の
疑
問
が
沸
く
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
そ
の
法
然
逆
修
法
会
で
行
な
わ
れ
た
儀
礼
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ま
た
そ
の
説
法
は
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
行
な
わ
れ
た
の

一
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で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、『
逆
修
説
法
』
本
文
内
に
い
く
つ
か
の
記
述
が
散
見
さ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
、『
逆
修
説
法
』
四
七
日

の
末
尾
に
、

次
十
三
定
善
、
次
九
品
散
善
、
今
日
且
可
存
略
候
。
時
尅
推
遷
、
座
席
久
成
候
者
、
又
後
可
申
候

（
１
）

。

と
あ
り
、
説
法
が
長
く
な
り
時
間
が
迫
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
続
き
は
ま
た
後
日
解
説
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
に
、

法
然
は
こ
の
逆
修
法
会
に
お
い
て
、
説
法
時
間
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
修
儀
礼
の
一
部
で

あ
る
と
い
う
場
面
的
制
約
や
、
こ
の
よ
う
な
時
間
的
制
約
な
ど
の
存
在
は
『
逆
修
説
法
』
に
お
け
る
潜
在
的
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
形
式

的
に
法
然
の
説
法
へ
一
定
の
制
約
を
か
け
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、そ
れ
は
必
ず
し
も
『
逆
修
説
法
』

の
内
容
自
体
が
形
式
的
な
制
約
に
よ
っ
て
教
学
的
に
歪
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

本
論
で
は
、
建
久
五
年
頃
に
行
な
わ
れ
た
と
さ
れ
る
法
然
逆
修
法
会
に
お
い
て
説
か
れ
た
説
法
が
ど
の
よ
う
な
儀
礼
内
容
・
状
況
の
中

で
説
か
れ
た
も
の
な
の
か
、
現
存
す
る
史
料
に
残
る
逆
修
例
を
も
と
に
考
察
し
た
い
。
こ
れ
は
、『
逆
修
説
法
』
に
説
か
れ
る
法
然
の
教

説
内
容
に
対
し
「
法
然
逆
修
法
会
」
と
い
う
場
面
性
が
与
え
た
影
響
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
我
々

が
法
然
教
学
上
の
一
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
『
逆
修
説
法
』
を
扱
う
上
で
立
つ
べ
き
ス
タ
ン
ス
を
示
し
、
よ
り
正
確
な
『
逆
修
説
法
』
理
解

を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

二
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二
、
先
行
研
究

○

大
谷
説

法
然
逆
修
法
会
に
つ
い
て
の
史
的
考
察
、
ま
た
儀
礼
研
究
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
、
大
谷
旭
雄
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。

氏
は
論
文
「
法
然
上
人
に
お
け
る
逆
修
に
つ
い
て

（
２
）

」
の
中
で
、『
逆
修
説
法
』
中
に
わ
ず
か
に
散
見
さ
れ
る
逆
修
儀
礼
に
関
す
る
記
述

を
も
と
に
、
こ
の
逆
修
法
会
の
施
主
で
あ
る
外
記
禅
門
が
な
し
た
所
作
に
つ
い
て
詳
細
に
考
察
し
て
い
る
。
続
け
て
、
論
文
「
逆
修
法
会

の
成
立
史
的
研
究
―
―
成
立
年
時
と
成
立
時
の
形
態
考

（
３
）

」
の
中
で
は
、
後
白
河
法
皇
の
修
し
た
寿
永
二
（
一
一
八
三
）
年
の
三
七
日
逆
修

で
の
儀
礼
を
『
吉
記
』
の
記
述
を
も
と
に
概
観
し
、そ
れ
を
も
と
に
法
然
逆
修
法
会
の
儀
礼
内
容
に
つ
い
て
自
身
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
略
述
す
る
と
、

・
法
然
は
初
七
日
か
ら
六
七
日
の
導
師
を
勤
め
た
。

・
導
師
の
他
に
招
請
さ
れ
る
題
名
僧

（
４
）

に
つ
い
て
は
、
特
に
記
述
が
な
い
も
の
の
、
『
没
後
起
請
文
』
に
名
の
あ
る
よ
う
な
法
然
の
門
弟
た

ち
が
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

・
逆
修
法
会
の
前
例
で
は
奉
行
が
任
命
さ
れ
、
公
卿
が
参
仕
す
る
の
が
通
例
だ
が
、
奉
行
は
遵
西
か
信
空
、
公
卿
は
禅
門
の
一
族
関
係
者

の
参
仕
が
考
え
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

・
逆
修
の
期
間
は
五
十
日
間
で
あ
っ
た
。

・
法
然
逆
修
法
会
に
お
け
る
仏
功
徳
讃
嘆
は
阿
弥
陀
仏
一
仏
、
経
功
徳
讃
嘆
は
浄
土
三
部
経
に
限
ら
れ
て
お
り
、
当
時
常
識
化
し
て
い
た

逆
修
法
に
の
っ
と
り
、
内
容
的
に
浄
土
宗
的
に
塗
り
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

・
講
説
時
間
は
一
回
四
時
間
程
度
で
あ
っ
た
。

三
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と
い
っ
た
事
項
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
後
白
河
法
皇
の
逆
修
に
関
す
る
記
述
を
受
け
た
大
谷
氏
の
推
論
で
あ
る
が
、
か
な

り
妥
当
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

○

川
島
説

川
島
一
通
氏
は
、「
法
然
所
修
「
逆
修
法
会
」
の
特
異
性
―
―
前
例
と
の
比
較
を
通
じ
て

（
５
）

―
―
」
の
中
で
、
現
存
す
る
史
料
の
中
よ
り

三
九
の
逆
修
例
を
挙
げ
て
、
そ
の
形
態
を
事
細
か
に
分
類
整
理
し
て
い
る
。

氏
は
、
天
暦
三
（
九
四
九
）
年
か
ら
建
保
六
（
一
二
一
八
）
年
に
至
る
ま
で
の
逆
修
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
儀
礼
形
態
に
大

き
な
異
な
り
は
見
ら
れ
な
い
と
し
て
、
平
安
初
期
に
逆
修
儀
礼
は
あ
る
程
度
確
立
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
中
で
、
阿
弥
陀
仏
一
仏
に

よ
る
道
場
の
荘
厳
な
ど
、
単
一
的
な
浄
土
教
的
要
素
を
有
し
た
逆
修
は
そ
れ
以
前
に
み
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
こ
そ
が
法
然
逆
修
法
会

の
特
異
性
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
両
者
の
先
行
研
究
よ
り
、
法
然
当
時
逆
修
法
会
は
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
逆
修
儀
礼
は
平
安
中
期
に
確
立
さ
れ
て
い
て
、

法
然
逆
修
法
会
も
そ
の
一
定
の
形
式
に
則
っ
て
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
大
谷
氏
の
「
逆
修
の
浄
土
教
的

展
開
」
と
い
う
言
葉
に
明
確
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
一
仏
の
功
徳
讃
嘆
に
限
る
な
ど
、
従
来
の
逆
修
を
大
々
的
に
浄
土
宗
的

に
転
換
し
た
の
が
法
然
逆
修
法
会
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
逆
修
法
会
の
中
で
行
な
わ
れ
た
説
法
と
い
う
視
点
か
ら
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
、
大
谷
氏
の
研
究
に
て
言
及
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
法
然
逆
修
法
会
に
お
い
て
法
然
は
導
師
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
毎
日
説
法
を
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
初
七
日
か
ら
各
七
日
毎
の
法
要

に
お
い
て
説
法
を
し
て
お
り
、
そ
の
講
説
時
間
は
四
時
間
程
度
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
法
然
に
は
四
時
間
掛
け
る
六
日
分
の
計

二
十
四
時
間
と
い
う
説
法
時
間
が
あ
っ
た
と
い
う
計
算
に
な
る
。
こ
れ
で
は
も
ち
ろ
ん
法
然
教
学
を
語
り
尽
く
す
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う

が
、
制
約
と
言
え
る
ほ
ど
短
い
時
間
で
も
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

四
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浄
土
教
的
な
荘
厳
で
飾
ら
れ
た
中
で
、
浄
土
門
帰
入
の
志
を
起
こ
し
た
外
記
禅
門
及
び
自
身
の
門
弟
た
ち
を
前
に
し
、
阿
弥
陀
仏
や
浄

土
三
部
経
の
講
説
を
す
る
と
い
う
法
然
逆
修
法
会
の
場
面
性
は
、
法
然
が
自
身
の
教
学
を
説
く
に
あ
た
っ
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
制
約
に
は

な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
よ
り
推
察
で
き
る
。

三
、
逆
修
法
会
に
お
け
る
説
法
の
意
義

こ
こ
に
見
た
両
氏
の
研
究
は
、『
逆
修
説
法
』
自
体
や
そ
の
他
日
記
類
な
ど
の
史
料
を
参
考
と
し
て
、
法
然
逆
修
法
会
の
儀
礼
内
容
な

ど
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
仏
教
史
上
に
お
け
る
意
義
を
探
る
と
い
っ
た
よ
う
な
成
立
史
的
研
究
と
し
て
の
趣
が
強
い
。
そ
の
反
面
、
法
然

逆
修
法
会
と
い
う
場
面
性
が
『
逆
修
説
法
』
の
内
容
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
考
察
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
こ
こ
で

は
、
法
然
逆
修
法
会
以
外
の
逆
修
で
も
当
然
な
さ
れ
て
い
た
「
説
法
」
と
い
う
行
為
が
、
逆
修
法
会
の
中
で
持
つ
意
義
に
つ
い
て
、
史
料

に
残
る
逆
修
例
を
参
考
に
考
え
た
い
。

川
島
氏
の
研
究
は
、
史
料
上
の
逆
修
儀
礼
の
一
々
を
詳
細
に
分
類
し
て
い
る
点
で
大
き
な
研
究
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
川

島
氏
の
言
う
よ
う
に
平
安
中
期
に
儀
礼
的
に
確
立
さ
れ
て
い
た
逆
修
法
会
が
、
そ
の
後
三
百
年
間
に
も
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
修
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
沸
く
。
ま
た
そ
の
施
主
を
見
て
み
る
と
同
一
人
物
に
よ
っ
て
開
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
特
に

後
白
河
法
皇
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
嘉
応
元
（
一
一
六
九
）
年
か
ら
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
の
二
十
二
年
間
で
八
回
も
の
逆
修
の
記
録
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
逆
修
法
会
が
繰
り
返
し
開
か
れ
る
背
景
と
し
て
、
逆
修
本
来
の
死
後
の
往
生
菩
提
を
願
う
と
い
う
こ
と
の
他
の
目
的

が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
川
島
氏
の
調
査
し
た
三
九
の
逆
修
例
に
お
け
る
儀
礼
内
容
の
一
覧
表
を
見
る
と
、
前
半
一
九
例

（
一
一
五
〇
年
代
ま
で
）
と
後
半
二
〇
例
（
一
一
六
〇
年
代
以
降
）
と
い
う
分
類
を
し
た
時
、「『
法
華
経
』
の
読
誦
・
書
写
が
行
わ
れ
た
」

と
す
る
記
述
の
あ
る
も
の
が
前
半
一
九
例
中
九
例
で
あ
る
の
に
対
し
後
半
二
〇
例
中
は
三
例
し
か
な
い
な
ど
、
必
ず
し
も
同
じ
よ
う
な
儀

五
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礼
形
態
が
三
百
年
間
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
部
分
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
史
料
に
残
る
逆
修
例
の
内
初
期
に
あ
た
る
①
治
安
三
（
一
〇
二
三
）
年
に
関
白
道
長
に
よ
っ
て
修
さ
れ
た
逆
修
、
そ
し
て
記

録
上
最
も
多
く
の
逆
修
法
会
の
施
主
と
な
り
外
記
禅
門
と
も
有
縁
で
あ
る
後
白
河
法
皇
の
修
し
た
逆
修
法
会
の
内
、
最
も
早
い
②
嘉
応
元

（
一
一
六
九
）
年
の
逆
修
、
さ
ら
に
同
じ
く
後
白
河
法
皇

（
６
）

の
修
し
た
逆
修
の
内
最
も
遅
く
、
法
然
逆
修
法
会
に
年
代
が
最
も
近
い
と
考
え

ら
れ
る
③
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
の
逆
修
の
三
例
を
特
に
取
り
上
げ
、
年
代
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
に
ど
の
よ
う
な
変
遷
が
あ
る
の
か
見

て
い
く
こ
と
で
、
法
然
当
時
の
逆
修
法
会
様
式
の
潮
流
を
確
認
し
た
い
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
逆
修
説
法
』
へ
の
影
響
を
考
察
す

る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
特
に
逆
修
法
会
中
に
行
な
わ
れ
た
説
法
に
着
目
し
て
概
観
し
た
い
。

①
治
安
三
（
一
〇
二
三
）
年
逆
修

こ
の
逆
修
は
関
白
藤
原
道
長
に
よ
っ
て
修
さ
れ
た
。
期
間
は
治
安
三
年
五
月
二
十
八
日
よ
り
四
十
九
日
間
、
場
所
は
道
長
に
よ
り
創
建

さ
れ
た
法
成
寺
の
阿
弥
陀
堂
で
あ
る
。

『
小
右
記
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
初
日
の
様
子
と
し
て
は
、
ま
ず
関
白
・
内
大
臣
以
下
公
卿
が
入
堂
着
座
し
、
続
い
て
導
師
含
め
八
名

の
僧
が
入
堂
す
る
。
こ
の
八
僧
は
天
台
座
主
院
源
を
初
め
全
員
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
名
の
あ
る
僧
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
荘
厳
と
し
て
は
、

懸
等
身
阿
弥
陀
如
来
像
四
十
九
体
、｛
但
中
一
幅
尊
像
七
尺
許
歟
、
加
図
観
音
・
勢
至
幷
天
人
音
楽
像
、
等
身
無
勢
至
、
毎
前
立
机
、

机
上
燈
燃
、
御
明
二
燃
燈
、
亦
有
仏
供
用
様
器
、｝
書
写
金
泥
法
花
経
・
心
経
・
阿
弥
陀
経
若
干
巻
、
又
黒
字
観
音
経

（
７
）

と
あ
り
（
中
括
弧
内
は
割
注
）、
こ
の
頃
の
逆
修
儀
礼
の
典
型
的
形
式
通
り
、
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
し
、
燃
燈
や
法
華
経
の
書
写
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
四
十
九
体
も
の
阿
弥
陀
如
来
像
を
掲
げ
る
の
は
他
に
例
が
な
く

（
８
）

、
ま
た
阿
弥
陀
経
の
書
写
を
行
う
の
も
記
録

六
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上
初
め
て
の
例
で
あ
り
、
道
長
の
篤
い
浄
土
教
信
仰
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
初
日
の
儀
礼
と
し
て
は
、
講
・
諷
誦
・
行
道
・
布
施
・
秉

燭
・
撒
花
・
念
仏
と
あ
り
、
そ
の
参
加
者
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

説
法
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
が
な
い
。
た
だ
し
、
八
僧
の
名
を
載
せ
た
後
に
「
講
師
座
主
」
と
あ
る
。
ま
た
結
願
の
日
に
は

大
僧
都
慶
命
講
師
、
説
経
後
修
諷
誦

（
９
）

と
あ
り
、
慶
命
と
い
う
僧
が
講
師
を
勤
め
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
他
の
逆
修
例
を
見
て
も
、
法
要
の
導
師
と
は
別
に
講
師
と
い
う

役
職
が
設
定
さ
れ
、
何
人
か
の
僧
が
交
代
で
勤
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
二
日
目
以
降
の
記
事
を
見
る
と
、
残
念
な
が
ら
結
願
の

七
月
十
六
日
ま
で
道
長
の
逆
修
に
関
す
る
描
写
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
六
月
十
日
の
記
事
に

今
日
請
五
口
僧
、
奉
為
賀
茂
明
神
講
演
仁
王
経
、
是
二
季
例
也）

（（
（

と
あ
り
、
五
人
の
僧
を
招
請
し
て
季
節
の
恒
例
行
事
で
あ
る
仁
王
講
を
始
め
た
と
あ
り
、
七
月
十
五
日
に
こ
の
結
願
の
記
事
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
六
月
二
十
二
日
に
は
一
条
天
皇
が
円
教
寺
で
八
講
を
始
め
た
こ
と
が
載
っ
て
お
り
、
七
月
二
日
に
は
法
興
院
で
の
八
講
の
結
願
と

あ
り
、
そ
こ
に
道
長
が
出
席
し
た
旨
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
逆
修
法
会
期
間
中
も
道
長
を
初
め
と
す
る
公
卿
た
ち
は
逆
修
に
専
念
す
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
講
」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
講
は
、
繰
り
返
し
定
期
的
か
つ
同
時

並
行
的
に
修
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
察
す
る
に
、『
逆
修
説
法
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
丁
寧
な
経
典
の
解
説
と
は
趣
を
異
に
し
、
祈
祷
な

ど
を
主
た
る
目
的
と
し
た
あ
く
ま
で
も
形
式
的
・
儀
礼
的
な
法
事
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
よ
う
に
見
て
取
れ
る
。

こ
の
治
安
三
年
逆
修
の
中
に
見
ら
れ
る
講
も
、
僧
が
聴
衆
に
語
り
か
け
る
説
法
と
い
う
よ
り
は
、
は
っ
き
り
と
自
身
の
死
後
の
往
生
菩

提
を
目
的
と
し
た
逆
修
法
会
と
い
う
儀
式
の
中
で
の
一
儀
礼
で
あ
ろ
う
と
推
察
で
き
る
。

七
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②
嘉
応
元
（
一
一
六
九
）
年
逆
修

こ
の
逆
修
は
『
玉
葉
』・『
百
練
抄
』・『
寺
門
高
僧
記
』・『
兵
範
記
』
の
四
つ
の
史
料
に
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
規
模
の
大
き
い
逆
修
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
期
間
は
嘉
応
元
年
六
月
十
七
日
か
ら
五
十
日
間
、
後
白
河
上
皇
を
施
主
と
し
、
場
所
は
法
住
寺
で
あ
っ
た
。
導

師
は
禅
智
と
い
う
僧
が
勤
め
た
。
題
名
僧
は
十
二
名
で
全
員
の
名
前
の
記
載
が
あ
る
。

『
兵
範
記
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
六
月
十
七
日
の
記
事
に
は
、

今
日
太
上
皇
令
遁
世
給
、
御
年
四
十
三
、（
中
略
）
於
法
住
寺
御
所
御
懺
法
堂
、
有
其
儀）

（（
（

と
あ
り
、
こ
の
日
後
白
河
上
皇
が
四
十
三
歳
に
し
て
出
家
し
た
と
い
う
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
出
家
の
儀
式
に
つ
い
て
こ
の
後

に
詳
細
な
記
述
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
中
、
剃
髪
な
ど
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
次
被
始
御
逆
修
」
と
あ
り
、
出
家
の
儀
礼
の
一
部
と
し
て

逆
修
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
逆
修
の
儀
礼
に
つ
い
て
次
々
に
書
か
れ
て
お
り
、
参
加
者
や
布
施
し
た
物
の
内
容
な

ど
実
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
説
法
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
一
連
の
儀
礼
の
中
に

次
打
御
誦
経
鐘
、
諷
誦
教
化
如
常
、
了
揚
御
経
題
名
、
次
読
願
文
、
次
説
法
、
次
布
施）

（（
（

と
あ
り
、「
次
説
法
」
と
記
載
が
あ
る
が
内
容
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
「
打
御
誦
経
鐘
」
や
「
読
願
文
」
と

同
等
の
も
の
で
、
特
に
内
容
の
あ
る
説
法
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
後
に
願
文
の
内
容
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ

り
、
そ
の
中
に
逆
修
五
十
日
間
の
供
仏
・
写
経
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
初
日
に
は

八
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奉
造
立
金
色
等
身
阿
弥
陀
如
来
像
一
体

同
三
尺
観
世
音
菩
薩
像
一
体

勢
至
菩
薩
像
一
体

奉
書
写
金
字
紺
紙
妙
法
蓮
華
経
一
部

無
量
義
経
一
巻

観
普
賢
経
一
巻

阿
弥
陀
経
一
巻

般
若
心
経
一
巻

奉
摸
写
素
紙
妙
法
蓮
華
経
五
十
部

無
量
義
経
五
十
巻

観
普
賢
経
五
十
巻

阿
弥
陀
経
五
十
巻

般
若
心
経
五
十
巻）

（（
（

と
あ
り
、
阿
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の
供
仏
と
法
華
経
・
無
量
義
経
・
観
普
賢
経
・
阿
弥
陀
経
・
般
若
心
経
の
書
写
の
旨
が
あ
る
。
こ
れ
以
降
、

写
経
に
つ
い
て
は
各
七
日
毎
に
同
様
に
法
華
経
以
下
五
経
典
五
十
部
の
摸
写
が
定
め
ら
れ
て
い
る）

（（
（

。ま
た
こ
れ
と
は
別
に
毎
日
の
所
作
と
し
て
、

奉
図
絵
阿
弥
陀
如
来
像
一
鋪

奉
摸
写
素
紙
妙
法
蓮
華
経
十
部

已
上
素
紙
妙
法
蓮
華
経
九
百
部
也
、
但
五
十
箇
日
間
可
被
満
一
千
部
、
而
於
今
百
部
者
、
七
々
日
可
被
供
養
矣）

（（
（

九
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と
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
一
体
の
図
絵
と
法
華
経
十
部
の
書
写
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
法
華
経
書
写
は
傍
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
五
十

日
間
で
一
千
部
な
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
当
な
ら
ば
大
変
な
行
で
あ
り
、
五
十
日
間
は
み
っ
ち
り
と
写
経
を
行
な

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
逆
修
に
お
け
る
施
主
の
中
心
的
所
作
は
写
経
・
供
仏
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
事
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
初
日
と
結
願
日
だ
け
で
、
い
ず
れ
も
説
法
が
あ
っ
た
事
実
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て

の
言
及
は
全
く
な
い
。

参
考
と
し
て
、
大
谷
氏
が
前
掲
先
行
研
究
に
て
概
観
し
た
後
白
河
法
皇
の
寿
永
三
年
の
逆
修
で
は
、
書
写
さ
れ
た
経
典
は
七
日
毎
に
法

華
経
八
部
で
あ
り
だ
い
ぶ
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
寿
永
三
年
逆
修
の
記
録
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
説
法
二
時
」

の
記
載
が
あ
り
、
法
華
経
の
書
写
よ
り
も
説
法
に
時
間
が
割
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
傾
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
後
白
河
法
皇

が
行
な
っ
た
八
回
の
逆
修
中
、
初
回
と
三
回
目
は
五
十
日
逆
修
で
あ
る
が
、
四
回
目
の
こ
の
寿
永
三
年
逆
修
以
降
五
十
日
逆
修
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
三
七
日
逆
修
で
あ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
当
初
は
出
家
を
契
機
と
し
、
死
後
の
往
生
菩
提
を
願
っ
て
供
仏
・
写
経
な
ど
の
善
根

功
徳
行
が
中
心
の
後
白
河
院
逆
修
で
あ
っ
た
が
、
回
数
を
重
ね
る
毎
に
簡
略
化
さ
れ
、
各
七
日
毎
の
法
事
と
そ
の
中
で
の
説
法
が
逆
修
の

中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。

③
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
逆
修

こ
の
逆
修
は
後
白
河
法
皇
を
施
主
と
し
て
、
建
久
二
年
閏
十
二
月
二
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で
修
さ
れ
た
三
七
日
逆
修
で
あ
る
。
三
七
日

と
は
い
っ
て
も
、
例
え
ば
開
筵
か
ら
十
六
日
目
に
あ
た
る
十
七
日
を
五
七
日
に
定
め
る
な
ど
、
適
宜
に
日
を
定
め
て
初
七
日
か
ら
七
七
日

ま
で
の
法
要
を
行
っ
て
い
る
。
場
所
は
「
長
講
堂
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
法
皇
の
有
縁
の
堂
宇
で
あ
ろ
う
。
初
日
の
導
師
は
公
顕
が
勤
め

て
お
り
、
説
法
を
行
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
招
請
さ
れ
た
僧
は
十
二
名
で
あ
る
。
名
前
の
記
載
は
な
い
。

こ
こ
ま
で
は
従
来
の
逆
修
法
会
の
記
述
と
大
き
な
異
な
り
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
以
降
に
こ
の
建
久
二
年
逆
修
の
特
徴
的

な
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
玉
葉
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
翌
三
日
の
記
事
に
、

一
〇
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今
日
御
逆
修
、
毎
日
講
澄
憲
法
印
、（
中
略
）、
今
日
説
法
、
万
人
拭
涙
、
法
皇
万
歳
之
後
、
天
下
之
人
有
様
、
人
民
之
愁
歎
等
、
悉

演
説
云

）々
（（
（

と
あ
り
、
澄
憲）

（（
（

が
毎
日
説
法
を
す
る
と
い
う
旨
の
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
二
日
後
の
五
日
の
記
事
に
も

秉
燭
以
後
、
澄
憲
法
印
来
、
即
始
、（
中
略
）
説
法
珍
重
、
太
自
常
、（
中
略
）
未
如
此
師
之
説
法
、
先
世
之
感
報
也）

（（
（

と
あ
り
、や
は
り
澄
憲
の
珍
重
な
説
法
に
関
し
て
の
記
述
が
あ
る
。内
容
に
つ
い
て
の
詳
し
い
言
及
は
な
い
が
、波
線
部「
万
人
拭
涙
」や「
先

世
之
感
報
也
」
と
い
っ
た
言
葉
は
聴
衆
の
大
き
な
感
動
を
十
分
に
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
こ
の
澄
憲
に
よ
る
説
法
は
、
治
安
三
年
逆

修
の
講
の
例
に
見
た
よ
う
な
形
式
的
・
儀
礼
的
な
経
典
の
講
説
と
は
趣
を
異
に
し
、
聴
衆
に
向
け
た
法
の
教
授
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
十
四
日
の
記
事
に
は
、

今
日
第
四
七
日
、
被
供
養
焔
魔
王
、
導
師
祐
範
律
師
、
説
法
中
品
歟）

（（
（

と
あ
り
、
傍
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
祐
範
と
い
う
僧
が
導
師
を
勤
め
説
法
を
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
逆
修
法
会
で
は
初
日
及

び
結
願
法
要
の
導
師
が
公
顕
、
四
七
日
が
祐
範
、
五
七
日
が
澄
憲
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
七
日
の
法
要
毎
に
異
な
る
僧
が
導
師
を
勤
め
、
や

は
り
同
時
に
説
法
も
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
従
来
は
七
日
の
法
要
毎
に
導
師
と
は
別
に
講
師
が
設
け
ら
れ
、
儀
礼
的
に
経
典

の
講
説
を
行
う
例
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
建
久
二
年
逆
修
で
は
毎
日
講
師
に
よ
る
経
典
の
解
説
が
あ
り
、
七
日
の
法
要
で
は
導
師
が
説
法

を
行
う
と
い
う
形
式
に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
一
一
五
〇
年
代
以
降
史
料
に
残
る
逆
修
例
が
急
増
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
逆
修
法
会
の
流
行
の
中
で
、
逆
修
儀
礼
の
簡
略
化
と
説
法
の
重
視
と
い
う
流
れ
の
一
端
と
み
る
こ
と
が
で

一
一
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き
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
結
願
の
日
の
記
事
に
は
、
導
師
公
顕
の
説
法
の
内
容
か
と
思
わ
れ
る
事
項
の
羅
列
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、

一
崇
徳
院
御
稜
辺
、｛
讃
岐
国
｝、
立
一
堂
可
被
置
仏
事）

（（
（

と
あ
り
、
讃
岐
の
国
の
崇
徳
院
の
御
稜
に
仏
像
を
置
く
べ
き
旨
を
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
も
逆
修
儀
礼
に
関
す
る
事
と
い
う
よ
り
も
、

世
間
一
般
的
な
話
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
導
師
に
よ
る
説
法
の
内
容
は
往
生
と
い
う
よ
う
な
目
的
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
話
を

す
る
僧
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
多
く
僧
側
の
自
由
に
任
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。

こ
れ
ら
よ
り
、
逆
修
法
会
は
本
来
的
に
自
身
の
往
生
菩
提
を
願
う
も
の
で
あ
り
、
①
の
例
に
見
た
よ
う
な
道
場
の
荘
厳
と
、
阿
弥
陀
仏

の
供
仏
と
法
華
経
の
書
写
を
行
の
中
心
と
す
る
ス
タ
イ
ル
は
約
三
百
年
間
大
き
な
変
化
な
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。た
だ
し
、

②
か
ら
③
へ
の
後
白
河
院
逆
修
の
形
式
的
変
化
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
一
一
五
〇
年
以
降
逆
修
法
会
が
流
行
す
る
と
、
逆
修
の
所
作
も
多

様
化
し
、
一
定
の
傾
向
と
し
て
僧
か
ら
説
法
を
賜
る
と
い
う
こ
と
に
次
第
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
法
華
経
の
読
誦
・
写
経
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
儀
礼
に
関
し
て
も
、
従

来
の
も
の
を
た
だ
継
承
す
る
の
で
は
な
く
、
浄
土
教
的
要
素
が
加
わ
る
な
ど
、
各
々
の
導
師
を
勤
め
る
僧
の
判
断
に
よ
っ
て
、
比
較
的
自

由
な
ア
レ
ン
ジ
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
が
法
然
当
時
の
逆
修
法
会
の
現
状
で
は
な
か
っ
た
か
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
を
汲
み
な
が

ら
も
、
供
仏
は
阿
弥
陀
仏
一
仏
、
経
典
は
浄
土
三
部
経
に
完
全
に
限
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
ま
さ
に
逆
修
法
会
の
革
命
的
な
展
開
は
、
法

然
に
し
か
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
実
で
あ
る
。
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四
、
ま
と
め

こ
こ
ま
で
、『
逆
修
説
法
』
の
も
と
と
な
っ
た
法
然
逆
修
法
会
に
お
け
る
説
法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
儀
礼
内
容
・
状
況
の
中
で
説

か
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
特
に
逆
修
儀
礼
の
中
の
説
法
と
い
う
行
為
に
着
目
し
て
、
数
あ
る
逆
修
例
か
ら
三
つ
を
取
り
上
げ

考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
に
見
た
よ
う
に
、
逆
修
法
会
に
お
け
る
説
法
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
法
然
逆
修
法
会
の
施
主
で
あ

る
外
記
禅
門
は
、
自
身
の
死
後
の
往
生
菩
提
を
願
う
と
い
う
逆
修
本
来
の
目
的
も
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
並
ん
で
法
然

か
ら
浄
土
宗
と
は
何
か
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
聞
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
逆
修
法
会
を
開
き
、
そ
の
導
師
と
し
て
法
然
を
招
請
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
周
到
に
用
意
さ
れ
た
説
法
の
場
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
法
然
は
心
お
き
な
く
自

身
の
浄
土
教
学
に
つ
い
て
説
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち
、
法
然
逆
修
法
会
と
い
う
場
面
性
は
、
形
式
的
に
は
法
然
の
説
法
に
一
定
の
制
約
を
か
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
『
逆
修
説
法
』
の
内
容
が
教
学
的
に
歪
め
ら
れ
る
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
は
考
え
づ
ら
い
。
ゆ
え
に
『
逆
修
説
法
』

に
説
か
れ
る
教
説
は
、『
選
択
集
』
の
よ
う
な
教
義
書
に
説
か
れ
る
教
説
と
な
ん
ら
価
値
的
な
相
違
な
く
受
け
止
め
ら
れ
る
も
の
だ
と
私

は
考
え
た
い
。

註
（1）
『
昭
法
全
』
二
六
一
頁
。

（2）
大
谷
旭
雄
『
法
然
浄
土
教
と
そ
の
周
縁
』（
平
成
一
九
年
六
月
・
山
喜
房
）
所
収
。

（3）
同
右
。

（4）
題
名
僧
と
は
、経
供
養
な
ど
の
時
に
そ
の
経
典
の
題
目
を
読
み
上
げ
る
僧
の
こ
と
を
指
す
。（
石
田
瑞
麿『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』参
照
）

（5）
『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
三
三
（
平
成
一
三
年
三
月
）
所
収
。
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（6）
大
谷
氏
の
前
掲
論
文
「
逆
修
法
会
の
成
立
史
的
研
究
」
の
中
で
、
法
然
逆
修
法
会
の
施
主
で
あ
る
外
記
禅
門
の
子
と
さ
れ
る
遵
西
に

つ
い
て
、『
愚
管
抄
』
の
記
録
を
も
と
に
、「
遵
西
は
院
別
当
、高
階
泰
経
を
通
じ
て
後
白
河
院
の
間
接
的
近
臣
と
い
え
る
立
場
に
あ
っ

た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（7）
『
大
日
本
古
記
録 

小
右
記
』
六
、一
六
九
頁
。『
小
右
記
』
は
平
安
時
代
の
公
卿
藤
原
実
資
の
日
記
。

（8）
こ
の
治
安
三
年
逆
修
と
同
様
、
藤
原
道
長
を
施
主
と
す
る
万
寿
三
（
一
〇
二
六
）
年
の
逆
修
で
は
、
道
長
の
年
齢
に
合
わ
せ
六
一
体

の
阿
弥
陀
仏
像
が
図
絵
さ
れ
て
い
る
。
道
長
以
外
の
施
主
に
よ
る
逆
修
で
は
こ
の
よ
う
な
例
は
見
ら
れ
な
い
。

（9）
『
大
日
本
古
記
録 
小
右
記
』
六
、一
八
四
頁
。

（10）
『
同
右
』
一
七
二
頁
。

（11）
『
史
料
大
成
』
二
二
、『
兵
範
記
』
五
、三
九
頁
下
。『
兵
範
記
』
は
平
安
時
代
の
公
家
平
信
範
の
日
記
。

（12）
『
同
右
』
四
三
頁
上
。

（13）
『
同
右
』
四
四
頁
下
。

（14）
た
だ
し
、
供
仏
に
つ
い
て
は
、
初
七
日
薬
師
如
来
、
二
七
日
弥
勒
如
来
、
三
七
日
千
手
観
音
、
四
七
日
地
蔵
菩
薩
、
五
七
日
釈
迦
如

来
、
六
七
日
不
動
明
王
、
結
願
日
普
賢
菩
薩
と
各
七
日
毎
に
異
な
っ
て
い
る
。
後
白
河
法
皇
の
寿
永
三
年
逆
修
で
も
、
順
番
は
異
な

る
も
の
の
同
様
に
各
七
日
で
違
う
仏
の
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（15）
『
史
料
大
成
』
二
二
、『
兵
範
記
』
五
、四
六
頁
上
。

（16）
『
玉
葉
』
三
、七
六
七
頁
上
。

（17）
安
居
院
の
澄
憲
。
川
島
氏
の
前
掲
論
文
「
法
然
所
修
「
逆
修
法
会
」
の
特
異
性
―
―
前
例
と
の
比
較
を
通
じ
て
―
―
」
の
中
で
、
安

居
院
の
僧
が
逆
修
法
会
に
お
い
て
使
用
し
た
表
白
集
と
さ
れ
る
『
安
居
院
唱
導
集
』
の
内
容
よ
り
、「
安
居
院
系
統
が
実
施
す
る
逆

修
法
会
に
お
い
て
は
、
当
時
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
状
況
が
色
濃
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、
法
然
と
同
時
代
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
信
仰
の

実
態
を
見
る
際
に
は
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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（18）
『
玉
葉
』
三
、七
六
七
頁
下
。

（19）
『
同
右
』
七
六
九
頁
上
。

（20）
『
同
右
』
七
七
二
頁
上
。
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